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議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

表紙写真｜仁科台中学校入学式
仁中の庭に、例年より早く桜が咲きました。
元気いっぱいの１年生です。この子ども達
にとって、希望に満ちた未来となることを
願います。

撮影者：議会だより編集委員会
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次
ペ
ー
ジ
も
、
特
集

　令和3年度、市税はコロナ禍による個人・法人市民税の減収、評
価替え等による固定資産税の減収が見込まれますが、国からの交付
税等により、予算総額はほぼ前年と同規模を見込んています。
　私たちのお金がどう使われるのか、喫緊の課題への対応や新たな
取り組みについて、予算審査のなかで議論しました。
　令和元年度事務事業評価（昨年11月号掲載）における提言が予算
にどう反映したかもあわせて検証しました。

議会の提言はどう反映したか

芸術祭、まちづくりに活かせるか
芸術文化振興事業予算　1億４千万円余

まちの元気につながる施策を
工場等誘致振興助成事業予算　３億５千万円余
みずのわプロジェクト予算　150万円

【委員会審査内容】
問　北アルプス国際芸術祭に関して、新型コロナ

の影響により延期されたが、契約上損害賠
償となった事案はあるか。

答　作品制作は、実行委員会が単年度契約として
いる。昨年３月に延期を決定したことから、
損害賠償は発生していない。

問　前回芸術祭に参加した作家との交流や、移住
に繋がった例はあるか。

答　移住はないが、来訪はある。AIR（アーティ
スト・イン・レジデンス）事業を発展させたい。

【委員会審査内容】
問　工場等誘致助成金について、助成額が多額すぎる。制度の見直しを。
答　一者に対する助成は今まで限度額が無かったが、あらたに限度額を

４億円と定め上程した。国の制度活用により、固定資産税の課税免除
が受けられる。免除額の４分の３は、国から交付税措置される。今後、
見直しを検討していく。

【委員会審査内容】
問　厳しい時代どう大町を元気にするか。
答　大町市は持続可能な社会を目指し、まずＳＤＧｓ「みずの

わプロジェクト」を発足、説明会等に要する経費を計上。
問　本来、市民主体の事業と思うが、市と一部企業のみである。

基本理念にかなっているか。
答　地域の課題解決に向け、官民連携による持続可能な地域社

会の実現に向けた取り組みである。
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前回芸術祭　来場者でにぎわう本通り

開業間近のサントリー天然水
北アルプス信濃の森工場

令和3年度予算　歳入291億2千万円余 （対前年比+0.8％）

一般会計170億3千円余（＋2.1％）
特別会計120億9千円余（－1.9％）

コロナ禍、例年並みの予算、市税比率は低下

北
ア
ル
プ
ス
国
際
祭
芸
術
祭2020-2021

（
会
期
8
月
21
日
～
10
月
10
日
）開
催
に
か
か
る
予
算

期
待
と
不
安
、
住
民
の
声
に
丁
寧
な
説
明
を

芸
術
文
化
振
興
事
業

企
業
誘
致
と
既
存
企
業
の
育
成
に
よ
り
、
雇
用
機
会
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
助
成
金
の
条
例
見
直
し
。

市
財
政
状
況
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

工
場
等
誘
致
振
興
助
成
事
業

市
は
こ
れ
ま
で
水
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
を
進
め
て
き
た
。
令

和
2
年
12
月
か
ら
は
、
１
０
０
年
先
の
未
来
へ「
水
が
生
ま
れ
る
信

濃
お
お
ま
ち
」を
届
け
る
た
め
に
、産
学
官
金
と
の
連
携
に
よ
る「
み

ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。
令
和
3
年
度
か
ら
、
事

業
推
進
の
た
め
の
係（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
推
進
係
）を
新
設
。
知
名
度
・

認
知
度
の
向
上
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

「
み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動
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検証

検証

議会事務事業評価において
改善提言をした事業。
提言が新年度予算にどう反
映したか検証しています。

■芸術文化振興事業
提言　芸術祭とＡＩＲ事
業の連携が希薄。コロナ
の状況を考慮し事業見直
し、再検討すべきでは。

対応　ＡＩＲ事業は、芸
術文化都市として芸術祭
中間年の活動として不可
欠。ＡＩＲ事業での交流
から、今回の芸術祭参加
にむすびついた例もある。

一般会計歳入と
市税比率の推移
令和3年度は、税収減により
歳入全体に対する市税の構
成比率の低下が見込まれる。

■その他
■市債
■地方特例
　　交付金
■地方交付税
■市税―市税比率

■工場等誘致振興助成事業
提言　一者に対する助成に限度額を設けるべき。
対応　一者の助成は4億円を限度とする内容の
条例改正を、本3月定例会に上程し、可決された。

最終日討論
反対

コロナ禍での芸術祭予算執行に、
不同意
コロナは災害である。災害時に行政がと
るべきは、災害対応に全力を挙げる事。
市民の立場に寄り添い、耳を傾けての市
政運営を求める。（宮田　一男）

賛成
芸術祭は経済再生への推進力
経済再生に向け、芸術祭へ期待する市民
の声は多い。併せてコロナにより開催に
心配の声も多い。状況を見極め、疲弊し
た市民の心と経済を回復する芸術祭とな
るよう期待する。（傳刀　健）

賛成
人々の心に希望の灯

ひ
を灯す文化芸術

文化芸術は、人々の心に生きるための「希
望の灯」を灯すとともに、経済の活性化に
も大きく貢献するということが、第１回
目の北アルプス国際芸術祭で実証された。

（太田　昭司）

令和3年度予算審査
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障がい者、妊産婦、子育て世代を支援
障害福祉一般経費予算　290万円余  （うち優先調達法関連予算　100万円）
子ども家庭総合支援拠点事業予算　1千万円余

子どもたちにとって、最良の選択を
ＩＣＴ活用推進事業予算　880万円
山村留学支援事業予算　2千万円余

【委員会審査内容】
問　予算額100万円の積算根拠は。
答　従来、各課で直営または外部へ発注していたものを、福祉課で総括し

容易にするため計上した。詳細は今後各課で調整していく。
問　内訳として作業可能な人数やどの程度の仕事量か、根拠を示すべきで

はないか。
答　事業所を通して、障がいのある方が作業するため、業務量に対しての

人数等はそのつど調整が必要となる。今後、事業所や関係各課との調
整を図っていきたい。

【委員会審査内容】
問　ネット環境の整備状況は。
答　携帯電話やタブレットなどに使用さ

れる通信回線規格のＬＴＥを使用し、
１人当たり３ギガを全体でシェアで
き、利用実績によって契約変更も可
能である。八坂・美麻地区の小学校
及び全中学校には、Ｗｉ-Ｆｉ環境の
整備も行った。

問　双方向の授業の状況と、障がい等に
より学習困難な児童への対応は。

答　一部の学校では、児童会等で端末を
使用した意見交換を行っている。国
では、読み上げソフト購入も補助対
象としている。今後必要に応じて整
備していきたい。

【委員会審査内容】
問　設置目的と情報共有システムは。
答　拠点が中心となり、切れ目ない支援

を進めることを目的に、関係部署を
システムで繋ぐことにより、今まで
の連携に加え、即時に情報共有が可
能となる。

問　どのような体制か。
答　今までの家庭児童相談員２名に加え、

新たに家庭支援兼子育て支援企画専
門員を配置する。家庭児童相談、女
性相談、母子・父子相談及び切れ目
のない支援に結び付けていく。

【委員会審査内容】
問　受け入れ農家確保の具体策は。
答　非農家世帯での受け入れは実施済み。育

てる会とも協議し方向性を見出したい。
問　５年後、10年後、受け入れ農家がなく

なる可能性も視野に具体的な対策を。
答　八坂・美麻地区の学校にも大きな影響が

ある山村留学。予算充実で行政がどこ
まで支援できるか育てる会とも相談し
ている。

八坂の棚田で生き生きと作業する山留生 美麻中山高原
菜の花畑

福
祉
的
就
労
の
充
実
に
向
け
、
優
先
調
達
推
進
法
に
基
づ
い

て
、
障
害
福
祉
事
業
所
へ
総
額
１
０
０
万
円
の
業
務
委
託
や

物
品
の
調
達
を
行
う
予
算
を
計
上
。

障
が
い
者
活
躍
の
場
を
応
援

１
人
１
台
貸
与
さ
れ
た
情
報
端
末
機（
Ｐ
Ｃ
）と
、
高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
で
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
か
ら
活
用
へ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
事
業

山
村
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
教
育
効
果
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を

推
進
す
る
事
業
。

山
村
留
学
を
地
域
の
活
力
に

山
村
留
学
支
援
事
業
業

０
歳
～
20
歳
を
対
象
と
し
、
子
育
て
支
援
課
に
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
、
福
祉
課
、
教

育
委
員
会
等
を
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
情
報
共
有
し
対
応

す
る
拠
点
を
新
た
に
設
置
す
る
。

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
を

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
事
業

検証

検証

検証 ■美麻地域振興事業　美麻地区の起業者育成・支援など
提言　補助金交付後の指導・チェック体制の強化を。
対応　定期訪問によるフォローアップを実施。
■農業振興事業　新規就農者への支援等
提言　地産地消と観光を連携した取り組みを。
対応　地産地消の取り組み体制を整備する。
■創業支援事業　中小企業や起業者への支援
提言　コワーキングスペース、費用対効果の検証を。
対応　利用者増に向け取り組む。
■その他障害者福祉サービス　障害に関する相談体制確保
提言　専門性の高い人材配置で、障がい者相談支援の充実を。
対応　令和３年度も維持し相談体制の充実を図る。
■精神保健事業　自殺者をなくすための啓発・相談
提言　ゲートキーパーの活動周知、定期研修等に取り組まれたい。
対応　予防啓発の充実を図る。
■児童福祉扶助費　ひとり親家庭や障害児を持つ家庭への支援
提言　ひとり親や障がい児を持つ家庭の経済的ストレスの軽減を図るため拡充を。
対応　児童扶養手当額と支給制限の算出方法変更により、令和3年度より対象者拡大の見込み。

■ICT推進事業
提言　市内学校ＩＣＴ環境
の平準化、ＩＣＴ機器によ
る自主的な学びの推進を。

対応　令和2年度でハード
面の環境が整ってきた。3
年度はソフト面の整備とし
て、ＩＣＴ活用支援員配置
のための関連予算を計上し
た。

■山村留学支援事業
提言　山留生受入は地域
にとっても有意義。受け
入れ農家減少への対策と、
山留ＯＢとの交流を検討
されたい。

対応　新年度予算は前年
度と同額だが、事業の充
実にについては、受け入
れ農家の研修などを検討。

特集令和3年度予算審査
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が

行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

委員会代表質問

個人質問

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
代
表
質
問
を
受
け
て
、

防
災
減
災
の
新
た
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
国
も
国
土
強
靭
化
を
進
め
て
い
る
。
市
も

こ
の
動
き
を
踏
ま
え
、
本
年
10
月
を
目
途
に
地
域

計
画
策
定
を
進
め
て
い
る
。
平
時
か
ら
自
然
災
害

へ
の
対
応
・
体
制
を
整
え
、
危
機
感
を
持
っ
て
取

り
組
む
。

問　
新
年
度
予
算
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
情
報
伝
達
の
た
め
の
同
報
系
無
線
の
更
新
、

民
生
児
童
委
員
84
名
全
戸
へ
の
受
信
機
設
置
や
消

防
団
の
装
備
品
充
実
強
化
。
自
主
防
災
会
へ
の
補

助
金
の
増
額
、
被
災
状
況
把
握
の
た
め
の
ド
ロ
ー

ン
新
規
購
入
な
ど
計
画
し
て
い
る
。

問　
防
災
訓
練
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
新
た
な
住
民
参
加
型
の
訓
練
と
し
て
、
逃

委
員
会
代
表
質
問

「
防
災
」
最
終
回

障
が
い
者
共
生
社

会
実
現
に
向
け
て

総
務
産
業
委
員
会
代
表　

髙た
か

橋は
し　

正た
だ
し

が
問
う

社
会
文
教
委
員
会
代
表　

傳で
ん

刀ど
う　

健た
け
し

が
問
う

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
が
冷
え
込
ん
で
い
る
。

個
人･

法
人
市
民
税
の
減
収
、
評
価
替
え
等
で
固

定
資
産
税
も
大
幅
な
減
収
見
込
み
。
予
算
編
成
で

ど
う
工
夫
か
。
特
徴
と
な
る
重
点
施
策
は
何
か
。

答　
事
務
事
業
評
価
を
踏
ま
え
、
第
５
次
総
合

計
画
の
施
策
目
標
に
資
す
る
事
業
を
厳
選
。
地
方

財
政
対
策
の
分
析
を
基
に
財
源
を
推
計
。
国
庫
支

出
金
や
活
用
可
能
な
地
方
債
も
精
査
し
た
。
ひ
と

を
育
む
施
策
の
推
進
及
び
、
新
型
コ
ロ
ナ
克
服
戦

略
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
２
つ
を

重
点
施
策
と
し
、
新
規
・
増
強
に
配
意
し
た
。

問　
財
政
調
整
基
金
を
７
億
７
千
万
円
取
り
崩

す
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
末
見
込
み
残
高
が
、

２
億
９
，
７
０
０
万
円
と
な
る
。
地
方
債
の
償
還

ピ
ー
ク
と
な
り
財
政
運
営
が
厳
し
く
な
る
。
対
応

税
収
減
の
予
算
編

成
ど
う
工
夫
か

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で
子こ

が
問
う

問　
障
害
福
祉
計
画
及
び
障
害
児
福
祉
計
画
の

次
期
計
画
に
向
け
て
の
課
題
は
。

答　
障
害
福
祉
計
画
の
課
題
は
、
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
や
就
労
系
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
専
門
員
の

人
材
確
保
や
人
材
育
成
で
あ
る
。
障
害
児
福
祉
計

画
の
課
題
は
、
重
度
心
身
障
が
い
児
の
受
入
施
設

の
整
備
、
訪
問
型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
確
保
、
医
療
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
へ
の
支

援
体
制
構
築
で
あ
る
。

問　
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
、
適
正

な
運
営
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　
各
施
設
と
の
打
合
せ
や
、
必
要
物
資
の
整

備
な
ど
不
足
が
あ
る
。
防
災
担
当
課
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
進
め
て
い
く
。

問　
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す

げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
す
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
訓

練
や
、
地
図
を
用
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

図
上
訓
練
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
の
あ
り
方
は
。

答　
収
容
人
数
を
減
ら
す
こ
と
か
ら
、
市
内
宿

泊
施
設
等
も
視
野
に
入
れ
、
調
整
を
進
め
て
い
く
。

問　
近
年
大
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
実
際
の

災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
重
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
昨
年
７
月
の
県
北
部
を
中
心
に
発
生
し
た

台
風
19
号
災
害
で
は
、
住
民
が
被
害
を
想
定
せ
ず
、

大
丈
夫
と
過
信
し
た
。
同
様
の
ケ
ー
ス
は
全
国
に

も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
市
の
対
応
策

を
再
検
討
し
て
い
く
。

■
総
務
産
業
委
員
会
で
は
委
員
会
代
表
質
問
と
し

て
、
５
回
に
渡
り「
防
災
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

「
防
災
」に
つ
い
て
は
今
回
で
最
終
と
す
る
。

は
。答　

新
年
度
予
算
の
財
源
不
足
を
補
う
手
段
と

し
て
繰
入
金
を
見
込
ん
だ
。
年
度
末
で
の
歳
出
の

不
要
額
の
精
査
や
歳
入
の
増
額
確
保
、
決
算
剰
余

金
な
ど
で
、
10
億
円
程
度
ま
で
回
復
を
推
測
。

問　
市
長
任
期
１
年
余
と
な
る
。
お
お
ま
ち
再

生
プ
ラ
ン
の
基
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
、
様
々
な

市
民
ニ
ー
ズ
や
変
化
す
る
社
会
情
勢
で
舵
取
り
が

難
し
い
。市
政
運
営・財
政
運
営
へ
臨
む
気
持
ち
は
。

答　
市
民
生
活
や
地
域
経
済
等
、
的
確
に
把
握

し
戦
略
的
、
機
動
的
に
対
策
を
発
動
す
る
。
現
下

の
コ
ロ
ナ
禍
を
厳
し
い
向
か
い
風
と
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
追
い
風
と
す
る
視
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

克
服
戦
略
の
下
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

 

そ
の
他 　
後
期
基
本
計
画
へ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
反
映

を
質
し
た
。

べ
き
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答　
実
効
性
の
高
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
重
要
。
早

急
に
進
め
て
い
く
。

問　
①
優
先
調
達
推
進
法
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。答　

本
年
よ
り
、
法
に
基
づ
く
発
注
に
つ
い
て

は
随
意
契
約
を
可
能
と
す
る
規
則
改
正
を
行
っ
た
。

問　
過
去
の
調
達
実
績
が
県
内
他
市
の
水
準
と

比
し
て
低
い
が
そ
の
理
由
は
何
か
。

答　
物
品
購
入
や
業
務
発
注
が
担
当
課
ご
と
行

わ
れ
、
制
度
趣
旨
の
周
知
が
不
十
分
だ
っ
た
。

問　
市
長
の
描
く
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答　
障
が
い
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
支
援
、
就

労
の
た
め
の
支
援
、
総
合
的
に
取
り
組
み
、
す
べ

て
の
市
民
の
安
心
を
守
る
よ
う
取
り
組
む
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
関
連
質
問（
岡
委
員
）

問　
地
域
生
活
支
援
に
向
け
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は
。

答　
令
和
３
年
度
後
期
計
画
策
定
時
検
討
す
る
。

問　
重
度
心
身
障
害
者
等
緊
急
困
難
時
対
応
は
。

答　
大
町
病
院
で
療
養
介
護
を
検
討
し
た
い
。

●
関
連
質
問（
山
本
委
員
）

問　
調
達
法
推
進
に
向
け
て
、
庁
内
連
携
は
と

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
調
達
目
標
は
。

答　
各
課
へ
の
情
報
提
供
と
調
整
に
努
め
、
前

年
度
実
績
よ
り
１
０
０
万
円
多
い
１
５
０
万
円
を

目
指
す
。

令和3年度は前期基本計画最終年で、総括をし、
後期基本計画を策定する年である。

豪雪で潰れた家（糸魚川市・能生）

災
害
対
策
は
、
即
人
命
に
か
か
わ
る
。

備
え
の
強
化
を
怠
る
な

障
が
い
者
の
活
躍
で
き
る
場
の

創
出
は
市
民
理
解
へ
の
第
一
歩

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
長
の

行
政
運
営
・
財
政
運
営
は
い
か
に

　　　　　　①優先調達推進法
　障害者優先調達推進法。国や地方公共団体が、障がい者就労施設
等から物品や役務サービスを優先調達し、障がい者の社会進出、自
立促進を目的とする。

用語解説？
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
こ
の
間
、
大
町
市
の
水
道
事
業
の
質
問
で
、

水
質
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
る
居
谷
里
水
源
の
水

を
、
安
全
度
が
高
い
矢
沢
・
白
沢
水
系
の
水
源
に

切
り
替
え
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
し
か
し
、
市

長
は
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
不

可
能
と
答
弁
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
29
年

12
月
策
定
さ
れ
た
大
町
市
水
道
事
業
基
本
計
画
で

は「
上
白
沢
水
源
・
第
２
配
水
池
系
と
居
谷
里
水

源
・
三
日
町
配
水
池
系
が
配
水
管
で
連
絡
」と
明

記
さ
れ
て
お
り「
上
白
沢
水
系
の
水
で
居
谷
里
水

系
水
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
設
備
が
有
り
」と
報
告

が
あ
り
、
市
は
虚
偽
答
弁
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

答　
災
害
時
な
ど
の
補
給
の
た
め
連
絡
管
を
整

備
し
て
い
る
。
一
部
、
断
水
が
出
る
こ
と
も
予
想
。

問　
安
価
で
安
全
な
水
の
提
供
が
水
道
事
業
の

問　
芸
術
祭
の
目
的
は
。

答　
地
域
の
消
費
と
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と

で
あ
り
、
芸
術
祭
を
そ
の
手
掛
か
り
と
す
る
。

問　
開
催
の
意
義
や
目
的
が
市
民
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
認
識
は
。

答　
意
義
や
目
的
を
丁
寧
に
発
信
し
て
い
く
。

問　
こ
の
半
年
間
、
市
の
広
報
へ
も
載
ら
な
い

な
ど
、
市
民
へ
の
周
知
が
不
足
し
て
い
な
い
か
。

答　
今
後
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
チ
ラ
シ
に
よ
る

各
戸
配
布
や
新
聞
折
り
込
み
等
も
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
今
後
は

問　
個
別
施
設
計
画
は
、
経
費
削
減
・
総
量
抑

制
と
な
っ
て
い
る
か
。

答　
除
却
に
つ
い
て
は
準
備
の
整
っ
た
も
の
か

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
感
染
者
の
拡
大
を
防
ぐ
。

感
染
が
落
ち
着
い
て
い
る
と
き
こ
そ
、
行
政
検
査

体
制
の
拡
充
で
感
染
の
抑
え
込
み
が
必
要
だ
。

答　
医
師
が
総
合
的
に
感
染
の
可
能
性
が
あ
る

と
判
断
し
た
者
は
、
公
費
負
担
の
行
政
検
査
を
実

施
し
て
、
早
期
発
見
と
感
染
を
抑
え
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
減
収
と
な
っ
た
生

活
困
難
者
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

保
険
料
を
減
免
で
き
る
制
度
の
周
知
は
十
分
に
さ

れ
て
い
る
か
。

答　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
し
て

い
る
。
国
保
は
54
件
、
介
護
保
険
は
５
件
と
な
っ

て
い
る
。
県
内
で
も
高
い
水
準
に
あ
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
期
待
が
あ
る
半
面
、
副

反
応
や
効
果
に
つ
い
て
の
不
安
も
あ
る
。
情
報
開

居
谷
里
水
源
の
代

替
施
設
整
備
済
み

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

芸
術
祭
は
市
の

活
性
化
と
な
る
か

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
対
策
は
十
分
か

無
所
属
ク
ラ
ブ　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ
が
問
う

市
民
ク
ラ
ブ　

大お
お
厩ま
や　

富と
み
義よ
し
が
問
う

目
的
だ
。
毎
月
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
、
②
ウ
ェ
ル

シ
ュ
芽
胞
菌
ま
で
検
出
さ
れ
る
居
谷
里
水
源
に
、

料
金
値
上
げ
に
も
通
ず
る
高
額
な
紫
外
線
照
射
装

置
や
急
速
ろ
過
装
置
を
設
置
す
る
よ
り
、
安
全
レ

ベ
ル
が
高
い
上
白
沢
水
系
の
水
で
代
替
す
る
方
が
、

は
る
か
に
安
価
で
安
全
な
水
道
水
を
供
給
で
き
る
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
を
す
べ
き
だ
。

答　
（
市
長
）矢
沢
・
上
白
沢
・
白
沢
３
つ
の
水

源
で
は
、
充
分
な
水
量
は
賄
え
な
い
。
季
節
の
変

動
も
あ
る
。

問　
大
町
市
は
、
人
口
が
減
り
続
け
、
使
う
水

道
水
の
量
も
減
り
続
け
て
い
る
。
現
在
の
大
町
市

民
の
必
要
水
量
は
、
居
谷
里
水
源
が
な
く
て
も
充

分
間
に
合
う
。
漏
水
対
策
を
確
実
に
実
施
し
、
よ

り
安
価
な
飲
料
水
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
と
す
べ
き
。

答　
短
期
間
に
漏
水
対
策
完
了
は
困
難
だ
。

ら
速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
。

問　
か
え
で
保
育
園
は
閉
園
し
て
4
年
、
教
員

住
宅
も
市
民
生
活
に
直
接
の
影
響
は
な
い
。
そ
れ

ら
の
施
設
に
こ
れ
か
ら
6
年
間
も
か
け
て
検
討
す

る
の
か
。

答　
利
用
者
等
の
協
議
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

を
想
定
し
幅
を
も
た
せ
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
て
い
く
。

新
過
疎
法
の
運
用
は

問　
八
坂
・
美
麻
地
区
で
は
昭
和
45
年
か
ら
過

疎
法
が
適
用
さ
れ
、
両
地
区
に
お
い
て
は
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
市
全
域
に
な
る
と
、
予

算
の
取
り
合
い
に
な
ら
な
い
か
。

答　
八
坂
・
美
麻
両
地
区
の
住
民
の
願
い
を
受

け
止
め
、
従
前
に
変
わ
ら
な
い
取
組
を
す
る
。

示
の
徹
底
で
安
心
安
全
な
対
応
が
出
来
る
か
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
発
症
と
重
症
化
の
予

防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
市
民
へ
の
不
安
払
拭
の

た
め
に
努
力
し
て
い
く
。

生
活
保
護
の
扶
養
照
会
は
義
務
か

問　
生
活
保
護
申
請
時
の「
扶
養
照
会
」が
壁
に

な
り
、
困
窮
し
て
い
る
人
を
制
度
か
ら
排
除
し
て

い
る
。
法
律
に
明
記
さ
れ
た
義
務
な
の
か
。

答　
民
法
に
定
め
る
扶
養
義
務
者
の
扶
養
は
優

先
し
て
行
わ
れ
る
と
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
実
施
。

問　
政
府
の
国
会
答
弁
で
は「
法
律
事
項
で
は

な
く
義
務
で
は
な
い
」と
明
確
に
答
え
て
い
る
。

答　
生
活
保
護
制
度
は
、
国
民
の
権
利
と
し
て

認
め
て
い
る
が
、
扶
養
調
査
は
制
度
上
必
要
と
し

て
行
っ
て
い
く
。

７つの栓を開ければ居谷里水源のバックアップ
は実行できる（出典：H29年水道事業基本計画）

前回パフォーマンスでにぎわった名店街。
コロナ禍の今回は…。

生活保護の「扶養照会」参議院予算委員会の審
議（しんぶん赤旗より抜粋）

最
も
安
価
で
安
全
な

水
道
水
の
供
給
は
市
長
の
責
務

芸
術
祭
の
開
催
ま
で
に

丁
寧
な
説
明
が
必
要

医
療
機
関
と
施
設
職
員
の

徹
底
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

　　　　　　②ウェルシュ芽胞菌
　水の汚染度を見る指標菌のひとつ。熱に強く無酸素で増殖、毒素は下痢を引き起こす。
大量の食材を調理する学校給食などで発生するため、給食病の異名を持つ。

用語解説？
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
自
治
会
の
現
状
と
課
題
は
。

答　
加
入
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ

な
い
、
高
齢
化
で
参
加
が
難
し
い
な
ど
の
理
由
か

ら
脱
会
す
る
方
が
増
え
、
加
入
率
は
減
少
傾
向
で

あ
る
。
結
果
、
自
治
会
運
営
に
支
障
が
出
て
い
る
。

問　
自
治
会
に
依
頼
の
あ
る「
●
●
委
員
」な
ど

の
選
出
を
市
で
直
接
行
え
な
い
か
。

答　
民
生
児
童
委
員
や
健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、

地
域
や
自
治
会
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
、
地

域
の
実
情
に
明
る
い
方
に
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
。
自
治
会
か
ら
の
選
出
が
適
切
と
考
え
る
。

青
少
年
補
導
委
員
は
、
地
域
を
熟
知
し
た
方
の
参

加
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
少
子
化
な
ど
の
現
状
を

踏
ま
え
、
選
出
範
囲
を
拡
大
し
委
員
総
数
削
減
を

図
る
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
小
中
学
校
再
編
、
ま
ず
は
中
学
校
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
、
ま
た
い
つ
統
合

さ
れ
る
の
か
。早
い
時
期
で
の
発
表
が
求
め
ら
れ
る
。

答　
通
学
区
域
再
編
審
議
会
で
仁
科
台
中
学
校

を
活
用
す
る
こ
と
が
適
切
と
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
。

時
期
に
つ
い
て
は
最
終
的
な
答
申
を
待
つ
。

問　
新
し
い
環
境
に
な
じ
め
る
か
、
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
課
題
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

よ
り
良
い
学
び
が
期
待
さ
れ
る
中
、
具
体
的
に
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
何
か
。

答　
保
護
者
や
教
職
員
に
よ
る
委
員
会
を
設
け

る
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
生
徒
や
保

護
者
の
不
安
や
悩
み
に
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

変
わ
る
点
は
各
教
科
に
多
く
の
専
科
教
員
が
配
置

で
き
、
こ
れ
ま
で
担
任
が
受
け
持
っ
て
き
た
音
楽

問　
縦
割
り
の
公
的
支
援
の
は
ざ
ま
で
支
援
か

ら
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
。
例

え
ば
、
③
８
０
５
０
問
題
、
④
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

⑤
ダ
ブ
ル
ケ
ア
も
こ
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
。

そ
こ
で
国
が
進
め
る「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」と
し

て
の「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」を
大
町
で
も

早
急
に
進
め
る
べ
き
だ
。
市
の
見
解
は
。

答　
当
市
で
は
専
門
的
な
識
見
を
有
す
る
職
員

が
部
署
を
超
え
て
横
断
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、「
重
層
的
な
支
援
体
制
」の
必
要
性

は
充
分
認
識
し
て
い
る
。
検
討
を
進
め
た
い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
特
に
高
齢
者
が
家
に
閉

じ
こ
も
り
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
だ
。
市

は
高
齢
者
の
見
守
り
を
ど
う
強
化
し
て
い
る
か
。

答　
以
前
よ
り
安
否
確
認
の
た
め
の
緊
急
通
報

協
働
の
担
い
手
を

ど
う
守
る
の
か
！

政
友
ク
ラ
ブ　

山や
ま
本も
と
み
ゆ
き
が
問
う

小
中
学
校
再
編
は

ど
う
し
て
必
要
か

縦
割
り
を
超
え
た

支
援
の
充
実
を
！

公
明
党　

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

創
生
み
ら
い　

降ふ
り
旗は
た　

達た
つ
也や

が
問
う

問　
役
職
依
頼
自
体
を
見
直
せ
な
い
の
か
。

答　
民
生
児
童
委
員
や
健
康
づ
く
り
推
進
員
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
人
材
に
明
る
い
自
治
会
に
依

頼
す
る
こ
と
が
現
時
点
で
最
良
の
手
段
で
あ
る
。

青
少
年
補
導
委
員
は
、
委
員
の
総
数
削
減
な
ど
が

実
現
し
て
も
、
地
域
を
熟
知
し
た
方
に
委
員
を
務

め
て
も
ら
う
方
針
を
変
え
る
こ
と
は
困
難
。

問　
広
報
な
ど
の
各
戸
配
布
は
、
自
治
会
へ
の

依
頼
で
は
な
く
郵
送
な
ど
で
対
応
は
で
き
な
い
か
。

答　
全
世
帯
あ
て
に
個
別
に
送
付
し
た
場
合
、

郵
送
で
は
年
３
０
０
０
万
円
が
新
た
に
発
生
す
る
。

文
書
配
達
員
が
行
う
に
し
て
も
日
数
が
か
か
る
。

現
状
で
は
行
政
文
書
の
配
布
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
自
治
会
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
市
と
し
て
も
自
治
会
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
、

実
効
性
の
あ
る
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

や
理
科
な
ど
は
、
教
科
ご
と
職
員
が
担
任
で
き
る
。

問　
こ
れ
か
ら
目
指
す
小
学
校
の
再
編
に
は
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
ど
う
考
え
、
ま
た
仕
組
み

づ
く
り
を
し
て
い
く
の
か
。

答　
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
、
地
域

に
根
付
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
充
実
と

推
進
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問　
公
民
館
は
地
域
の
要
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
が
、
施
設
は
老
朽
化
し
て
い
る
。
学

校
再
編
に
伴
い
、
地
域
活
動
も
見
直
す
べ
き
で
は
。

施
設
と
共
に
、
市
民
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
に

は
ど
う
す
べ
き
か
、
公
民
館
の「
あ
り
方
検
討
」が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て
広
く
住
民
の
要

望
を
聞
き
、
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

シ
ス
テ
ム
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
郵
便
局
な

ど
複
数
の
事
業
者
と
提
携
し
見
守
り
の
充
実
を

図
っ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
昨
年
６
月

よ
り
新
た
に
、
介
護
予
防
事
業
者
と
連
携
し
健
康

運
動
指
導
士
が
電
話
に
よ
る
健
康
相
談
を
月
２
回

程
行
う「
お
た
っ
し
ゃ
コ
ー
ル
」も
実
施
し
て
い
る
。

障
が
い
者
の
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
を

問　
本
年
、
大
町
市
文
化
会
館
の
開
館
35
周
年

を
迎
え
る
。
こ
れ
を
機
に
車
椅
子
の
方
の
た
め
に

会
館
楽
屋
側
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
提
言
す
る
。

答　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
車
椅
子
の
方
が
事

務
室
側
か
ら
楽
屋
に
行
く
に
は
、
階
段
が
あ
る
た

め
一
人
で
は
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

負担を減らすことだけが自治会存続の解決策
ではないが、現状に即した方策を行うべき。

少子高齢化の波は待ったなし。これからの暮
らしを守るには公共施設の見直しが必要だ。

コロナの影響は、生活困窮者や高齢者等、社会
的弱者に「しわ寄せ」となっている。

自
治
会
存
続
の
た
め
負
担
軽
減
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
！

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
の

学
校
再
編
に
必
要
な
課
題
は

コ
ロ
ナ
は
社
会
的
弱
者
を

さ
ら
に
危
機
に
追
い
込
ん
で
い
る

　　　　　
③８０５０問題
　80代の親が、引きこもり等の50代の子どもの生活を、年金などわずかな収入で支えるという社会問題。
④ヤングケアラー
　親の病気や事故等様々な事情で、本来大人が担うべき家族の介護や家事等を行なっている18歳未満の子ども。
⑤ダブルケア
　子育てと介護を同時期に行わなければならないこと。

用語解説？
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一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
内
部
統
制
と
は
組
織
内
の
業
務
を
適
切
に

進
め
る
た
め
の
手
続
き
ル
ー
ル
で
あ
り
、
人
為
的

な
ミ
ス
や
事
故
が
発
覚
し
て
か
ら
事
故
後
の
対
応

を
す
る
の
で
は
な
く
、
事
前
に
予
防
発
見
出
来
る

仕
組
み
づ
く
り
で
、
市
長
以
下
、
全
職
員
が
組
織

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
制
度
で
あ
る
。
内
部
統

制
の
目
的
は「
業
務
の
有
効
性
・
能
率
性
」「
財
務

報
告
の
信
頼
性
」「
法
令
の
遵
守
」「
資
産
の
保
全
」

で
あ
る
。
現
在
、
全
国
的
に
行
政
改
革
な
ど
に
よ

り
、
職
員
数
減
で
一
人
あ
た
り
の
事
務
量
が
増
加

し
て
い
る
。
一
方
で
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
の
対
応

や
き
め
細
や
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
、

業
務
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
加
え
て
情
報
化

の
進
展
に
よ
り
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
新
た
な
リ

ス
ク
が
増
大
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
不
祥
事
が

問　
農
産
物
の
食
品
ロ
ス
と
地
産
地
消
は
。

答　
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
は
第
５
次
総
合
計
画

後
期
計
画
に
位
置
付
け
る
と
共
に
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
情
報
を
提
供
す
る
。ま
た
、啓
発
に
努
め
る
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
市
地
産
地

消
事
業
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
の
農
産
物

や
加
工
品
等
の
消
費
拡
大
に
向
け
、
よ
り
効
果
的

な
事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
。

問　
地
域
食
農
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
は
。

答　
国
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
食
農
連
携
で

「
地
域
で
稼
ぐ
」を
後
押
し
す
る
地
域
食
農
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｌ
Ｆ
Ｐ（
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）を
始
め
る
。
国
、県
の
動
向
を
注
視
し
、

情
報
収
集
に
努
め
、
推
進
を
し
て
い
く
。

問　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事

業
の
６
年
間
の
予
算
総
額
と
成
果
は
。

答　
27
年
か
ら
昨
年
度
で
２
７
０
０
万
円
を
充

当
し
、
芸
術
祭
の
作
家
を
含
め
26
人
が
滞
在
し
た
。

文
化
活
動
に
資
す
る
た
め
年
を
通
じ
て
芸
術
文
化

の
振
興
を
図
る
事
業
で
あ
り
、
内
外
の
芸
術
家
が

大
町
市
に
滞
在
し
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く

拠
点
づ
く
り
で
あ
る
。
近
年
問
い
合
わ
せ
も
増
え
、

芸
術
文
化
都
市
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

問　
情
報
不
足
も
あ
り
、
市
民
の
関
心
度
も
低

く
、
あ
さ
ひ
Ａ
Ｉ
Ｒ
を
市
民
の
多
く
は
知
ら
な
い
。

再
度
事
業
目
的
を
明
確
に
し
、
再
構
築
す
べ
き
だ
。

答　
こ
の
事
業
に
よ
り
交
流
人
口
を
増
や
し
、

芸
術
文
化
都
市「
信
濃
大
町
」の
発
信
に
努
め
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
参
加
に
繋
げ
た
い
。

内
部
統
制
制
度
を

導
入
せ
よ

政
友
ク
ラ
ブ　

二に
じ
ょ
う條　
孝た
か

夫お

が
問
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

農
林
業
の
取
組
は

政
友
ク
ラ
ブ　

一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で

章あ
き
が
問
う

Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業

６
年
間
の
成
果
は

神じ
ん
社じ
ゃ　

正ま
さ
幸ゆ
き
が
問
う

起
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
組
織
全
体
の
危
機
管
理
力
を
高
め
る

こ
と
、
特
に
職
員
の
責
任
追
求
で
は
な
く
、
組
織

と
し
て
職
員
を
守
る
た
め
、
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
果

敢
に
仕
事
が
出
来
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
こ
れ

ら
に
合
致
す
る
の
が
内
部
統
制
で
あ
る
。
導
入
は
。

答　
組
織
と
し
て
様
々
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
内
部
統
制
制
度
は
、
都
道
府
県
や
政
令
指

定
都
市
に
限
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
導
入

の
た
め
に
は
新
た
な
部
署
の
創
設
、
想
定
さ
れ
る

リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
な
ど
膨
大
な
業
務
に
な
り
、

政
策
課
題
等
の
実
情
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計
の
面

に
お
い
て
も
相
当
な
事
務
負
担
が
想
定
さ
れ
、
制

度
導
入
に
は
時
間
が
必
要
。
現
在
、
各
業
務
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
や
組
織
的
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
確
立

さ
れ
、
一
定
の
内
部
統
制
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問　
⑥
市
森
林
整
備
計
画
と
、
森
林
資
源
の
活

用
は
。

答　
計
画
の
具
体
的
な
実
施
に
つ
い
て
は
、
新

設
さ
れ
た
森
林
経
営
管
理
制
度
や
、
森
林
経
営
計

画
制
度
な
ど
に
基
づ
き
実
施
方
針
を
策
定
。
市
区

域
内
の
山
林
所
有
者
の
意
向
調
査
を
、
最
長
で
も

15
年
間
で
実
施
し
た
上
で
、
森
林
整
備
を
す
る
。

森
林
整
備
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
実
現
の
た

め
に
も
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、「
サ

ン
ト
リ
ー
天
然
水
の
森
、
北
ア
ル
プ
ス
の
森
づ
く

り
活
動
に
関
す
る
森
林（
も
り
）の
里
親
協
定
」を

締
結
し
、
協
働
し
て
市
有
林
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
大
学
や
美
術
大
と
Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業
と
連
携
し

て
芸
術
文
化
都
市
の
発
展
を
目
指
す
べ
き
だ
。

答　
現
在
東
京
芸
大
、
県
内
大
学
と
あ
さ
ひ
Ａ

Ｉ
Ｒ
の
協
定
事
業
が
予
定
さ
れ
、
新
た
な
事
業
が

計
画
中
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
繋
げ
た
い
。

問　
市
内
の
作
家
が
中
央
の
展
示
会
に
出
展
す

る
経
費
を
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
補
助
制
度
が
あ
り
、

文
化
活
動
に
お
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可

能
か
検
討
し
た
い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
音
楽
の
大
切
さ
を
痛

感
し
た
。
文
化
会
館
で
市
民
や
演
奏
者
の
た
め
に

ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
で
き
な
い
か
。

答　
文
化
会
館
に
お
い
て
気
軽
に
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
は
市
民
要
望
も
お
聞
き
し
て
、

ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

職員が様々なリスクを恐れその力を発揮でき
なくては市民益にならない。

６年前からここで大切なＡＩＲ事業が行われ
ているのを市民の皆さん知っていますか？

大盛況の「おおまちご近所ＴＡＫＥＯＵＴ」
地産地消の食材を使っているのか。

職
員
に
過
度
な
責
任
を
負
わ
せ

な
い
為
に
も
内
部
統
制
は
必
要

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
宣
言
を
し
た

大
町
市
の
こ
れ
か
ら
は

芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
、

市
民
の
た
め
に
見
直
す
べ
き
だ

　　　　　　⑥市森林整備計画
　地域の森林・林業の特徴を踏まえた森林整備の基本的な考え方や、ゾーニング、森林整
備推進のための施策方法や路網の整備等について定める計画

用語解説？
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質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
委
員
会
審
査
報
告

一
般
質
問

問　
観
光
・
飲
食
業
の
立
て
直
し
に
芸
術
祭
は

有
効
だ
。
し
か
し
、
市
民
の
生
活
や
安
全
の
次
の

段
階
の
話
で
あ
る
。
中
止
や
延
期
の
判
断
基
準
は
。

答　
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
長
野
県

を
対
象
に
含
む
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
、
又
は
県

の
警
戒
レ
ベ
ル
５
に
該
当
し
た
場
合
は
中
断
す
る
。

問　
会
期
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
は
。

答　
４
月
以
降
に
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
、
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
、
そ
の
他
の
方

の
順
番
で
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。

問　
来
訪
者
一
人
一
人
へ
の
検
温
体
制
は
。

答　
市
内
に
入
っ
た
際
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
行
う
。
確
認
を
取
れ
た
方
に
は
リ
ス

ト
バ
ン
ド
を
付
け
て
も
ら
う
。

問　
感
染
対
策
に
あ
た
る
医
療
従
事
者
等
が
所

問　
市
民
意
識
調
査「
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」及
び「
芸
術
祭
に
つ
い
て
」で
は
、
市
民
か
ら

ど
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
の
か
。

答　
３
月
中
旬
の
公
表
に
向
け
準
備
中
。

問　
市
民
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
に
つ
い
て

感
染
拡
大
を
心
配
し
て
い
る
。
中
止
で
な
く
、
実

行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の
活
性

化
や
元
気
を
取
り
戻
す
契
機
に
し
た
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
無
症
状
感
染
者

が
感
染
を
広
げ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
対
策
は

ど
う
す
る
の
か
。

答　
現
在
の
医
療
技
術
で
は
、
無
症
状
の
感
染

者
を
瞬
時
に
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
。
参
加
者
等

に
は
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
。

問　
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
で
実
現
に

至
っ
て
い
る
施
策
、
至
っ
て
い
な
い
施
策
は
。
至

ら
な
い
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る
か
。

答　
「
人
権
を
尊
重
し
た
男
女
共
同
参
画
の
意

識
づ
く
り
」で
は
、広
報
や
啓
発
活
動
、学
校
教
育・

社
会
教
育
の
推
進
等
の
施
策
は
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
社
会
制
度
や
慣
行
の
見
直
し
の
取
組
み
は
遅

れ
て
い
る
。「
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共
同
参

画
の
推
進
」で
は
、
家
庭
生
活
で
の
取
組
み
、
市

民
活
動
と
の
連
携
及
び
支
援
の
施
策
以
外
が
遅
れ

て
い
る
。「
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
環
境
づ

く
り
」で
は
、
子
育
て
支
援
施
策
等
、
各
項
目
で

施
策
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
施
策
が
進
ま
な
い

要
因
は
、
男
女
共
同
参
画
の
重
要
性
や
必
要
性
が

広
く
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
、
性
別
に
よ
る
固
定

感
染
症
対
策
あ
っ

て
の
芸
術
祭
だ

政
友
ク
ラ
ブ　

中な
か
村む
ら　

直な
お

人と

が
問
う

コ
ロ
ナ
禍
で
の
芸

術
祭
は
中
止
を
！

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

宮み
や
　た田　
一か
ず

男お

が
問
う

男
女
共
同
参
画
社

会
実
現
に
向
け
て

政
友
ク
ラ
ブ　

大お
お
竹た
け
真ま

千ち

子こ

が
問
う

属
す
る
特
別
部
会
か
ら
、
市
内
事
業
者
へ
助
言
を

貰
え
る
か
。

答　
必
要
に
応
じ
て
助
言
を
貰
う
。

問　
夏
祭
り
等
の
他
の
夏
期
イ
ベ
ン
ト
へ
の
感

染
防
止
対
策
へ
も
協
力
を
頂
け
な
い
か
。

答　
知
見
や
経
験
を
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
等

に
も
活
用
で
き
る
よ
う
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

問　
も
と
も
と
当
市
は
文
化
芸
術
活
動
が
盛
ん

だ
。
こ
う
い
っ
た
活
動
を
ど
う
活
か
す
の
か
。

答　
市
内
小
中
学
生
と
陶
芸
愛
好
家
に
よ
る
コ

ラ
ボ
小
皿
や
草
木
染
コ
ー
ス
タ
ー
製
作
な
ど
ご
協

力
頂
い
て
い
る
。
今
後
も
連
携
を
広
げ
た
い
。

問　
最
後
に
開
催
に
む
け
て
市
長
の
考
え
は
。

答　
元
気
な
大
町
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
た

い
。
前
回
は
一
日
２
千
人
超
の
来
訪
者
で
街
が
賑

わ
っ
た
。
感
染
対
策
を
徹
底
的
に
行
い
進
め
る
。

問　
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ
る
中
、
今
中
止
の
決

断
を
す
る
こ
と
が
、
大
町
市
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

市
長
と
し
て
の
責
務
で
は
な
い
か
。

答　
安
易
な
中
止
は
、
責
任
放
棄
と
な
る
。
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
す
る
。

地
下
水
は
松
本
地
域
共
有
の
財
産

問　
「
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全
対
策
協
議

会
」で
は
、
地
下
水
は
公
共
性
が
高
く
地
域
共
有

の
財
産
と
し
て
い
る
。
地
下
水
を
揚
水
し
収
益
を

得
て
い
る
企
業
を
規
制
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
⑦
賦ふ
ぞ
ん
り
ょ
う

存
量
が
多
く
、
必
要
性
は
乏
し
い
。

問　
サ
ン
ト
リ
ー
が
進
め
て
い
る「
⑧
ゲ
ッ
ト

フ
ロ
ー
ズ
」で
、
地
下
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
協
力
を
求
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
活
用
の
意
向
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

的
な
役
割
分
担
意
識
・
慣
例
や
制
度
等
が
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
庁
内
で
の
横
の
連
携

が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

問　
現
状
の
庁
内
体
制
で
推
進
で
き
る
の
か
。

答　
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
で
施
策
を
実

施
し
、
全
体
的
な
計
画
管
理
を
ま
ち
づ
く
り
交
流

課
が
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
各
課
で
の
進
捗
状
況

を
調
査
し
、
遅
れ
て
い
る
施
策
の
問
題
点
を
洗
い

出
し
、
推
進
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問　
今
後
の
推
進
に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

答　
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら

わ
れ
ず
、
一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
が
十
分
発
揮

で
き
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
は
重
大
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
、

女
性
も
男
性
も
共
に
働
き
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

地域の小中学生たちと作った草木染コースター
が来訪者を迎える。

10の施策の方向性、見直すべきはどこか。進
捗を検証のうえ、着実に進めていくことを期待。

作家は市民に理解されている中での芸術祭を
希望している（前回参加、布施知子さんの作品）

生
活
の
安
全
・
安
心
を

守
ら
な
け
れ
ば
理
解
は
得
ら
れ
な
い

市
民
は
、
芸
術
祭
よ
り
も

コ
ロ
ナ
対
策
を
望
ん
で
い
ま
す

推
進
計
画
の
進
捗
と
課
題
は
。

今
度
の
進
め
方
は
い
か
に
？

ダブルフアン（2015）

　　　　　
⑦賦存量
　ある資源について理論的に算出しうる潜在的な資源量。
⑧ゲットフローズ
　土壌・林内雨量・河川流量の調査や、森林の航空レーザー
測定結果などを複合的に解析することにより、地下水の動き
を見える化し、水循環を予測する手法。

用語解説？
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一
般
質
問

議
案
第
20
号　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更
に
つ
い
て　
■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

陳
情
第
４・５
号　

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
原
則
１
割
継
続
を
求
め
る
意
見
書
提
出　
■
結
果　
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

議
案
第
42
号　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　
■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

合
併
か
ら
10
年
間
の
合
併
特
例
債
が
、
震
災
関
連
法
で
５
年
延
長
。

ま
た
法
改
正
に
よ
り
、
さ
ら
に
５
年
間
延
長
し
た
。

陳
情
第
４
号
及
び
５
号
は
同
じ
内
容
の
た
め
一
括
審
査
と
な
っ
た
。
議
員
間
討

議
を
経
て
、
社
会
文
教
委
員
会
で
は
、
不
採
択
と
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

観
光
対
策
と
し
て
２
次
交
通
対
策
に
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
購
入
。

厳
し
い
時
代
を
ど
う
乗
り
超
え
る
か

高
齢
者
の
医
療
費
を
支
え
る
の
は
誰
か

昭
和
レ
ト
ロ
な
バ
ス
を
ど
う
活
か
す
？

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託（
審

査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　
少
子
高
齢
化
は
じ
め
、
地
方
は
大
き
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
問
題
や
格
差
を
⑨
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
り
是
正
す
る「
新
し
い
社
会
」を
生
き
抜

く
た
め
、
小
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
触
れ
る
機

会
を
与
え
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
一
方

で
凶
器
と
化
す
可
能
性
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
学

校
で
与
え
る
に
あ
た
り
、
情
報
モ
ラ
ル
の
学
習
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
家
庭
で
学
べ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
学
校
で
も
危
険
に
つ
い
て
、
特
別

活
動
な
ど
で
具
体
的
に
指
導
し
て
い
る
。

問　
市
内
小
中
学
生
の
ス
マ
ホ
利
用
率
は
。

答　
親
と
の
共
有
含
め
、
小
学
生
で
半
数
以
上
、

中
学
生
で
４
分
の
３
以
上
。

問　
保
護
者
が
子
に
与
え
た
ス
マ
ホ
か
ら
発
生

ネ
ッ
ト
リ
ス
ク
か

ら
子
ど
も
を
守
れ

創
生
み
ら
い　

傳で
ん
刀ど
う　

健た
け
し

が
問
う

す
る
危
険
の
責
任
は
、
本
来
保
護
者
が
持
つ
べ
き

だ
が
、
家
庭
環
境
に
よ
り
、
子
の
モ
ラ
ル
意
識
に

差
が
生
じ
る
。
保
護
者
に
責
任
を
持
た
せ
ら
れ
る

よ
う
な
取
り
組
み
は
。

答　
「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い
」な
ど
で

ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
性
や
被
害
の
恐
ろ
し
さ
、
情

報
社
会
と
の
正
し
い
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
市
民

研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
広
範
な
市
民

に
対
象
を
広
げ
充
実
を
図
る
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
の
真
の
狙
い
は
、
子
ど
も
た

ち
が
情
報
モ
ラ
ル
を
理
解
し
、
安
全
で
安
心
し
て

情
報
機
器
を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
モ

ラ
ル
学
習
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
人
間
と
し
て
成

長
す
る
こ
と
と
考
え
る
。
教
育
長
の
考
え
は
。

答　
保
護
者
、
広
く
市
民
皆
で
情
報
モ
ラ
ル
を

理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
。

総
務
産
業
委
員
会
審
査

問　
合
併
特
例
債
の
残
高
は
い
く
ら
か
。

５
年
間
で
何
に
使
う
の
か
。

答　
令
和
３
年
度
予
算
で
一
部
を
使
っ
て
も

残
り
約
２
億
円
余
。
使
途
は
、
旧
環
境
プ
ラ

ン
ト
の
解
体
や
施
設
整
備
等
で
あ
る
。

問　
２
億
円
で
は
足
り
な
い
の
で
は
な
い

社
会
文
教
委
員
会
審
査

問　
２
割
負
担
と
し
た
場
合
、
高
齢
者
医

療
制
度
を
支
え
る
現
役
世
代
の
負
担
は
ど
の

程
度
増
え
る
か
。

答　
国
の
試
算
で
は
、
現
在
の
年
間
１
人

当
た
り
約
６
万
３
，
０
０
０
円
か
ら
、
２
０

２
５
年
に
は
年
間
７
万
９
，
７
０
０
円
に
上

昇
。
年
間
１
人
当
た
り
８
０
０
円
抑
制
さ
れ

る
。
少
額
で
あ
る
が
、
制
度
存
続
の
た
め
一

定
の
効
果
が
あ
る
。

■
議
員
間
討
議

 

採
択 　
一
定
の
収
入
の
あ
る
人
は
３
割
負
担
し
て
も

や
む
を
得
な
い
が
、
年
収
２
０
０
万
円
の
人
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
が
問
題
。
採
択
す
べ
き
。

 

不
採
択 　
現
在
若
い
世
代
も
、
非
正
規
雇
用
等
に
よ

り
大
変
な
人
も
い
る
。
今
後
、
若
年
層
が
減
り
高
齢
者

が
増
え
て
い
く
中
で
、
２
割
負
担
は
や
む
を
得
な
い
。

■
最
終
日
討
論

 

原
案
賛
成 　
窓
口
負
担
増
は
、高
齢
者
い
じ
め
の
政
治

総
務
産
業
委
員
会
審
査

問　
新
た
な
観
光
資
源
は
評
価

す
る
。
ど
う
活
か
す
か
が
課
題
。

答　
今
後
の
観
光
は
、
行
政
主

体
で
は
な
い
。
若
い
事

業
者
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ

ア
な
ど
が
必
要
で
、
民

間
主
体
の
体
制
が
成
功

の
指
標
と
考
え
る
。

か
。答　

不
足
分
は
、
今
後
新
た
な
過
疎
債
の

活
用
を
検
討
す
る
。

問　
長
期
推
計
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費

が
約
10
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
厳
し
い
の

で
は
。 

答　
新
た
な
過
疎
債
に
よ
り
確
保
し
た
い
。

高
齢
者
は
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
年
金
生
活
者

が
大
半
で
、
保
険
料
負
担
能
力
が
低
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

政
治
で
あ
る
。（
宮
田　
一
男
）

 

原
案
賛
成 　
高
齢
者
医
療
費
の
一
割
負
担
の
継
続
を

自
公
政
権
の
消
費
税
増
税
を
社
会
保
障
の
充
実
と
い

う
の
は
真
っ
赤
な
嘘
だ
。
社
会
に
貢
献
し
て
礎
を
築
い

て
き
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
報
い
て
高
齢
者
の
医
療

費
１
割
負
担
の
継
続
を
図
れ
。（
平
林　
英
市
）

 

原
案
反
対 　
40
年
先
を
考
え
る

負
担
者
に
は
軽
減
措
置
等
が
あ
る
と
言
え
ど
大
変
な

お
願
い
と
な
る
。
し
か
し
高
齢
化
率
の
更
な
る
急
増
は

続
き
、
２
０
６
０
年
に
は
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
改
正
な
け
れ
ば
制
度
存
続
で

き
な
い
。（
中
村　
直
人
）

 

原
案
反
対 　
現
役
へ
負
担
増
さ
せ
ら
れ
な
い

国
民
医
療
費
は
右
肩
上
が
り
で
増
え
続
け
て
い
る
。
現

医
療
制
度
は
、
現
役
世
代
が
拠
出
金
と
し
て
重
い
負
担

を
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
負
担
を
据
え
置
く
と
い
う
こ

と
は
現
役
世
代
の
更
な
る
負
担
増
で
あ
り
反
対
。（
大

厩　
富
義
）

スマホで子どもが誰かに危害を加えた場合、
その賠償は保護者の監督責任問題となる。

ス
マ
ホ
世
代
の
子
ど
も
を
守
る
た
め

大
人
た
ち
の
す
べ
き
こ
と

議
員
が
質た

だ

し
た
３
月
定
例
会

委員会審査報告主な審査案件の審議内容

　　　　　　⑨ＩＣＴ
　ＩＴ（情報技術）にコミュニケーション（情報伝達）を加えたサービスの総称。
用語解説？

レトロな外観、躯体はトラックを使用
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

原案に反対

原案に反対

原案に反対

原案に反対

原案に賛成

原案に賛成

原案に賛成

議案第22号

議案第32号

陳情第６号

議案第36号

福祉医療費特別給付金条例の一部改正

令和3年度一般会計予算

最低賃金の改善・中小企業支援拡充を求める意見書の提出について

令和3年度水道事業会計予算

３月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議
員個人の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行
われます。

新型コロナ克服のための予算である
コロナ禍非常事態の中、財政調整基金の大幅な取り崩し
でコロナ関連予算が組まれている。市民の生活を守るた
め、しっかりと予算執行をしてほしい。（二條　孝夫）

芸術祭は市民との協働に視点を
①芸術祭は市の活性化策として認めるが、市民との協働
の点で課題がある。②大町病院の事業資金不足は一般会
計からとした体制は、今後の地域医療のあり方について
検討が必要。（大厩　富義）

※芸術祭関連の討論（　宮田　一男、傳刀　健、太田　昭司　）は3ページに掲載

地域経済の活性化に、最低賃金の改善を
最低賃金の改善によって個人消費を伸ばし、併せて最
低賃金を引き上げても経営が維持できるように中小企
業支援することは、最善の経済対策だ。（宮田　一男）

安全・安心な水の供給、事業運営に必要な予算と判断
維持管理に必要な経費に加え、老朽化施設の耐震化工事、水質保全
を図るための建設改良費が計上されている。安定供給に向け更なる
経営努力を。（大竹　真千子）

安全でおいしい水を未来に
総務産業委員会で水道事業の調査・提言を行った。居谷里水源の侵
入防止柵２千万円も予算計上され、提言への対応もされている。安
全・安心の水源保全が進んでいる。（降旗　達也）

マイナンバーひも付けはプライバシー侵害の危険
この条例は、社会福祉医療の受給資格をカードで確認可能にする条例案だ。カードのひも付けで個人情報漏洩が
起こる。個人情報保護策の確立が先だ。（大和　幸久）

マイナンバー制度運用は
人権侵害の危険
本予算のマイナンバー制度は、政府のデジタ
ル法運用の要で、国や地方自治体の個人情報
を民間利用可能にし、憲法13条・プライバシー
権の侵害となる。（大和　幸久）

地域別最低賃金の方式が妥当
一概に最低賃金を全国一律にすることが国民に平
等であるとは言いがたく、地域の実情を勘案した現
行の地域別最低賃金の方式が妥当。（一本木　秀章）

百年の大計に立ち、
安価・安全な水道事業を
バックアップ施設の運用で、汚染
度の高い居谷里水源を矢沢・白沢
水系で代替すれば、安価で安全な
水の供給が可能。紫外線照射装置
などは無駄な投資予算だ。

（大和　幸久）

討論
沸騰!!

提出案件の審議結果令和３年３月定例会
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 創生みらい 公明 無
結　
果

宮
田　
一
男

平
林　
英
市

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

大
厩　
富
義

中
村　
直
人

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

一
本
木
秀
章

岡　
　
秀
子

二
條　
孝
夫

降
旗　
達
也

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

神
社　
正
幸

議案第22号 大町市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条
例制定について 〇 〇 ● 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第32号 令和３年度大町市一般会計予算 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第35号 令和３年度大町市公営簡易水道事業特別会計予算 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第36号 令和３年度大町市水道事業会計予算 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第38号 令和３年度大町市公共下水道事業会計予算 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

陳情第 4 号 75歳以上の医療費窓口負担について原則１割負担の
継続を求める意見書提出について 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 不採択

陳情第 5 号 75歳以上の医療費窓口負担について原則２割負担の
継続を求める意見書提出について 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 不採択

陳情第 6 号 最低賃金の改善と中小企業支援拡充を求める意見書提
出について 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

議事第３号 障害福祉従事者の処遇改善及び人材確保を求める意見書 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

◇全会一致で可決・同意・採択された案件
議案番号等 案件 結果
報告第 １ 号 専決処分の報告について　専第１号　令和２年度大町市病院事業会計補正予算（第４号） 承認
報告第 ２ 号 専決処分の報告について　専第２号　令和２年度大町市一般会計補正予算（第15号） 承認
議案第1〜19号 大町市農業委員会委員の任命について 同意
議案第20号 新市まちづくり計画（新市建設計画）の変更について 原案可決
議案第21号 大町市基金条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第23号 大町市工場等誘致振興条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第24号 大町市都市公園条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第25号 令和２年度大町市一般会計補正予算（第16号） 原案可決
議案第26号 令和２年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第５号) 原案可決
議案第27号 令和２年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第28号 令和２年度大町市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第29号 令和２年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第30号 令和２年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第31号 令和２年度大町市病院事業会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第33号 令和３年度大町市国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第34号 令和３年度大町市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第37号 令和３年度大町市温泉引湯事業会計予算 原案可決
議案第39号 令和３年度大町市農業集落排水事業会計予算 原案可決
議案第40号 令和３年度大町市病院事業会計予算 原案可決
議事第 １ 号 大町市議会基本条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
陳情第 １ 号 平成31年国土交通省告示第98号の履行に関する陳情 採択
陳情第 ２ 号 耐震診断・耐震改修に関する陳情 採択
陳情第 ３ 号 最低制限価格の設定に関する陳情 不採択
議案第41号 公平委員会委員の選任について 同意
議案第42号 令和２年度大町市一般会計補正予算（第17号） 原案可決
議案第43号 令和２年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第６号） 原案可決
議案第44号 令和２年度大町市病院事業会計補正予算（第６号） 原案可決
議事第２号 大町市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案・陳情の原案に対して「賛成は○」「反対は●」で表示
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない。
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あ
と
が
き

　
物
事
に
は
、
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
手
段
が
あ
り
ま
す
。
芸
術
祭
は

ま
ち
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
手

段
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
ま
ち

の
活
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
目
的

で
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
必

要
と
思
い
ま
す
。
大
町
の
芸
術
祭
も

２
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
手
段
と
目

的
を
冷
静
に
考
え
ま
し
ょ
う
。　（大

厩
） 本会議の

生中継

○開　　会　６月 3日（木） 午前10時〜
○一般質問　６月15日（火） ～17日（木）
○最 終 日　６月24日（木） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は、議会棟２階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。
○新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　必ずマスクを着用してください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

Vol.13

　議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなのひろばです。
新年度、いよいよ6年生のみなさんに、おおまちのこと、将来のこと、
聞いてみました。

小
こ

山
やま

 希
き

羽
わ

さん

西
にし

海
うみ

 葵
あおい

さん

山
やま

本
もと

 義
よし

己
き

さん

鈴
すず

木
き

 菜
な

月
つき

さん

平
ひらばやし

林 暖
のん

さん竹
たけ

山
やま

 紘
ひろ

人
と

さん

❶大町市のよいところは？
❷将来の夢は？
❸今、がんばっていることは？

大町西小学校

大町八坂小学校

大町南小学校

大町美麻小中学校

大町北小学校

大町東小学校

❶緑がたくさんあって、水がおい
しいところです。
❷マンガやかわいいイラストを描

く仕事をしたいです。
❸習っているダンスが、年上の
　人たちのようにうまく踊れる
　ようにがんばっています。

❶静かでとてものどかなところ。
❷お金をためて、全国のご当地

キャラと写真をとる。
❸エッセンシャルオイルを取り

出すこと。

❶町がきれいで、水がおいしい
ところです。
❷プロゲーマーになりたいです。
❸漢字をきれいに書くことと、

習い事のドッジボールです。

❶草花や川があって、自然にふ
れあえること。
❷スポーツ選手か、人のために

なる仕事をしたい。
❸野球と水泳、勉強をがんばっ

ています。

❶自然があって、季節をしっか
り感じることができる。
❷医者になって困っている人を

助けたい。
❸クラスのリーダーとしてみん

なを引っぱっていくこと。

❶自然ゆたかで空気もきれい
でおいしいところ。
❷パティシエになることです。
❸習っているダンスと、全国

大会に向けて三味線をがん
ばっています。

市内小学校　新6年生に聞く

次回６月定例会予定

傍聴にお越しの際は


